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第７回松山駅まち会議

車両基地跡地については、平成２７年に策定した「車両基地跡地利用に関する基本構想」を基に、その活用にふさわしい施設の調査・

検討を重ね、令和７年７月に、官民連携で5,000席以上のアリーナを整備するとした基本計画を策定した。その後、サウンディング型

市場調査等を通じて民間事業者と意見交換を進めてきたが、その過程で、別の場所に民設民営でアリーナの整備が検討されることに

なったことなどを踏まえ、令和８年６月、別途検討を進めていた新しい文化施設を整備することとした。

平成２７年策定の基本構想に掲げる基本理念を実現するため、

４つの基本方針に基づく拠点づくりを進め、これを支える５つ

の主要機能（文化創造、活動支援、にぎわい交流、交通アクセ

ス、防災）に、主要機能の基礎となる多様性・包摂性・持続可能

性」を加えた施設整備を目指す。

１．車両基地跡地活用の検討経緯

２．新しい文化施設の検討スケジュール ３．文化施設整備基本方針（案）

整備方針

令和８年度

文化施設整備基本方針作成

平成27年策定 松山駅周辺地区
車両基地跡地利用に関する基本構想

令和９年度 基本計画を策定

・具体的な規模・機能のほか、
管理運営方法（ソフト事業の方針）なども検討

基本構想を補完

基本設計 実施設計 建設工事 供用開始

※施設の規模や機能などによってスケジュールは変わります。

・国の法令等を更新、整理
・規模や機能のモデル案を例示
・車両基地跡地の基本計画や
松山駅周辺まちづくりプランの内容を一部反映

            ・市民や文化団体のニーズを掲載
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